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 報道機関 各位 

東北大学 流体科学研究所 
 

第２回 公開講座『今、エネルギーを考える』の開催について 

 

  

 東北大学 流体科学研究所は、日本保全学会 東北・北海道支部との共催により、エネルギー問題

を多面的な視座から見つめ直し、あらためて日本のエネルギー政策を考えていただくことを目的に、

公開講座を開催いたします。 

 昨年１２月の第１回開催に続く本講座では、原子力の法規制に深い見識を持つ、ＮＰＯ法人パブ

リック・アウトリーチ上席研究員 諸葛 宗男氏をお招きし、日本の原子力規制の現状と今後の見通

しについてご講演いただくとともに、福島第一原発事故直後から積極的に汚染調査を行い、除染活

動・技術開発に取り組まれている、東北大学大学院工学研究科の石井 慶造教授より、事故後の汚染

土壌の減容化についてご講演いただきます。  
 ご多用中とは存じますが、是非ご周知頂けます様、何卒よろしくお願い申し上げます。また、当

日取材いただける場合は、下記お問い合わせ先までご連絡くださいますようお願いいたします。 
 

日 時：平成２７年１１月７日（土）１３：００～１６：１５（開場１２：３０） 

場 所：東北大学 片平キャンパス「片平さくらホール」 

    宮城県仙台市青葉区片平２− １− １（地図添付） 

定 員：１２０名（参加無料） 

申込み：申込み用紙を下記ホームページよりダウンロードしてお送り下さい。 

 (申込み締切り： 平成２７年１０月２３日（金）） 
    http://www.ifs.tohoku.ac.jp/asel/jsm_151107.html 
内 容： 

講演 1 【原子力規制の現状と今後の見通し】  

        講師／ＮＰＯ法人パブリック・アウトリーチ上席研究員 諸葛 宗男氏 
講演 2 【福島第一原子力発電所事故によって汚染された土壌の減容化】 

        講師／東北大学大学院工学研究科教授 石井 慶造 氏   

 

          ■お問い合わせ先 

        東北大学 流体科学研究所 

        未到エネルギー研究センター 

        システムエネルギー保全研究分野 

        教授 高木 敏行 / 志村（担当） 

        電話/Fax 022-217-5248 

        Email: takagi@ifs.tohoku.ac.jp 

        HP: http://www.ifs.tohoku.ac.jp/asel 

http://www.ifs.tohoku.ac.jp/asel/jsm_151107.html
http://www.ifs.tohoku.ac.jp/asel


 

◆ 講演『原子力規制の現状と今後の見通し』      

 特定非営利活動法人パブリック・アウトリーチ上席研究員 諸葛 宗男氏 

講演概要  
 我が国で原子力利用が始まって以来最大の改革である、新しい原子力安全規制法制度について、

その概要を解説いただくと共に、長年、原子力事業に従事され、原子力安全規制システム研究等に

も取り組まれてきた知識と経験から、日本の原子力規制の現状と今後の見通しについてご講演いた

だきます。 

 
 講師略歴： 

諸葛 宗男（もろくず・むねお）氏  

特定非営利活動法人パブリック・アウトリーチ上席研究員 

1970 年東京大学原子力工学科を卒業後、（株）東芝に入社。燃料サイク

ル技術部長、原子力事業部 技監、原子力事業部技術顧問などを歴任。

2006 年 6 月より東京大学公共政策大学院特任教授に就任し、原子力の

法規制研究等に従事。日本原子力学会フェローで、社会・環境部会部

会長、日本技術者連盟国際原子力発電技術機構委員会委員なども務め

ている。 

 

 

 

 

◆ 講演『福島第一原子力発電所事故によって汚染された土壌の減容化』 

  東北大学大学院工学研究科教授 石井 慶造氏 
講演概要  

 福島第一原発事故により飛散した汚染物質はどのように広がり、どのような変化を辿ったのか？

そして、その後の除染はどうなっているのか？ 
 事故直後から積極的に汚染調査を行い、汚染土壌の減容化技術の開発と、濃縮された汚染物質の

有効利用の研究開発に取り組まれている石井教授より、福島県の放射能汚染の現状や、除染の状況

と対策についてお話いただきます。また、環境保全の観点から、日々の生活に影響を与える食の安

全、安心への対策や、健康影響に関してご講演いただきます。 

  講師略歴： 

石井 慶造（いしい・けいぞう）氏 

東北大学大学院工学研究科教授/ 

東北大学大学院工学研究科生活環境早期復旧技術研究センター長 

研究分野・内容: 放射線工学 
(放射線の医学、環境(除染を含む),考古学等への応用技術の開発) 

その他の活動： 

PIXE 研究協会会長 

 宮城県除染アドバイザー 

 福島市放射能対策アドバイザー 

 栗原市放射能対策アドバイザー など。 



 

【会場アクセス】 

東北大学 片平キャンパス 

〒980-8577 宮城県仙台市青葉区片平 2-1-1  

JR 仙台駅より徒歩 20 分 

http://www.ifs.tohoku.ac.jp/jpn/map.html 

※会場には駐車場がございません。ご来場には公共交通機関をご利用下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

片平さくらホール案内図 

東北大学 片平キャンパス 

北門より徒歩１分 

http://www.ifs.tohoku.ac.jp/jpn/map.html
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